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山本
や ま も と

 順一
じゅんいち

（放送大学 客員教授） 

 

１．はじめに 

現在、わたしはある雑誌の連載記事の執筆を続けている。そこでアメリカのメリーランド州ボルチ

モアにある、アメリカで最も古い公共図書館のひとつ、Enoch Pratt Free Library（1886 年創設）に

ついてふれることがあった1。同図書館の名称の一部を構成する人名を名乗った Enoch Pratt

（1808‐1896）は、19 世紀ボルチモアで大活躍をした実業家にして篤志家（philanthropist）で、彼が

ボルチモア市に 100 万ドル以上の寄付をして、人種・貧富にかかわらず、すべての市民が無償で

利用できる貸出図書館ができた。アメリカの図書館の世界では、‘カーネギー図書館’（Carnegie 

Libraries）2と呼ばれる一群の図書館がある。ご承知の通り、地元コミュニティの要望を受けて

Andrew Carnegie （1835 – 1919)の寄付によってこしらえられた図書館である。 

 最近では、2008 年にニューヨーク・パブリック・ライブラリーの理事をも務めるスティーブン・シュワ

ルツマン（Stephen Allen Schwarzman, 1947- ）3は、同館の増築工事に１億ドル（約 109 億円）を寄

付し、5 番街にある中央館の建物の名称がスティーブン・A・シュワルツマン・ビルディングと改称さ

れている。 

 

２．著名な政治家などの氏名を基幹的公共施設等につける慣行の存在 

 図書館とその建物の名称に、歴史上の著名な人物、莫大な寄付をした人物の名前をつけること

は、これまで自然に行われてきた。世界最大のアメリカ連邦議会図書館（Library of Congress）の中

央館は、トマス・ジェファーソン（Thomas Jefferson, 1743-1826）4を顕彰して、1980 年に‘ジェファー

 

1  『みんなの図書館』2021 年 7 月号に掲載予定の原稿、「図書館の世界の女性リーダー：自分自身の主

張と行動力がある素晴らしいライブラリアンたち」がそれである. 

2  英語版『ウィキペディア』には、「カーネギー・ライブラリーは、スコットランド系アメリカ人の実業

家で篤志家のアンドリュー・カーネギーが寄付をした資金で建設された図書館。全部で 2,509 館のカー

ネギー・ライブラリーは、1883 年から 1929 年にかけて建設された。そのなかのいくつかは、公共図

書館や大学図書館の分館として建てられた。アメリカに 1,689 館、イギリスとアイルランドに 660 館、

カナダに 125 館、残りはオーストラリア、南アフリカ、ニュージーランド、セルビア、ベルギー、フ

ランス、カリブ海諸国、モーリシャス、マレーシア、そしてフィジーに建設された。 

3  アメリカの実業家、投資家。世界的な投資ファンドであるブラックストーン・グループの共同創業者

で同社の会長、最高経営責任者を務める。トランプ前大統領の戦略・政策フォーラムの議長を務めたこ

ともある。篤志家としても知られており、本文で紹介したニューヨーク・パブリック・ライブラリーへ

の寄付のほか、2018 年にはイスラエル国立図書館にも 1,000 万ドルの寄付をしている。ほかにも 2013

年に１億ドルを投じて、ローズ奨学金をモデルにして、中国を対象とする留学生プログラム、シュワル

ツ奨学金制度をこしらえてもいる。 

4  第 3 代アメリカ大統領、独立宣言の起草にあたったアメリカ合衆国の建国の父のひとり。1815 年には
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ソンビル’と名付けられ、観光名所のひとつでもある。ハーバード大学の中央館はワイドナー記念

図書館（Harry Elkins Widener Memorial Library）と呼ばれる。その名称の由来は、1912 年のタイタ

ニック号沈没事件で死亡したハーバード大学卒業生、ハリー・エルキンズ・ワイドナー5の母親エレ

ナが愛書家だった息子を偲んで彼の母校に図書館の建設費を寄贈したことにある。 

 このように著名な政治家、太っ腹の大金をポンと寄付した大金持ちの名前をつけるという行為は

図書館にとどまらない。アメリカをはじめ、諸外国では、ロナルド・レーガン空港やジョン・F・ケネデ

ィ・スクール・オブ・ガバメント、ポンセ・デ・レオン通りのように、公共施設などによく知られた政治家

や歴史上著名な人物の名前を冠したものは普通である。実現はしなかったが、この国にも‘安倍晋

三記念小学校’6というプロジェクトもあった。 

 

３．商品としてのネーミングライツ 

 建築構造物の名称というものは、本来、その建物の所有者、あるいは用途によって呼ばれるもの

であろう。たとえば、ニューヨークにある国際連合本部ビル（Headquarters of the United Nation）、こ

の国の政治を意のままに操ろうとしている人たちが出入りする首相官邸、東京都第一本庁舎、そし

て放送大学 1 号館とかセミナーハウスなどのように。 

 しかるに、地方公共団体などが所有する特定の公共施設について、Levi’s Stadium や京セラドー

ム大阪、味の素スタジアムなど、特定個人の氏名ではなく、企業の名前である商号や商品名を一

定期間、固有の名称として名乗ることを当該企業に許し、対価を得る‘ネーミングライツ’販売という

武家の商法が、2000 年代に入って、この国では流行となっている。 

 地方公共団体が実施する公的イベントについても、‘佐倉朝日健康マラソン’のようにこのイベント

のスポンサーが朝日新聞社であることが一目瞭然で理解できる。 

 ‘命名権’と訳されている‘ネーミングライツ’（naming rights）は、「（公的団体が所有する）資産の

一部または全体、あるいはイベントに対して、名前をつける権利で通常の場合、対価として私人の

資金を得て財政的な問題を解決、緩和するために提供されるもの」7である。アメリカでは、現在は

ボストン・レッドソックスの本拠地となっているフェンウェイ・パーク（Fenway Park）に関する 1912 年に

なされたネーミングライツの実施が、ネーミングライツの発祥とされる8。フットボールやサッカー、野

球などのゲームが実施されるスタジアムを対象として、公的組織が行うネーミングライツ・ビジネスが

アメリカでは広く行われてきた。 

 

 

ジェファーソン個人の蔵書、6,487 冊を議会図書館が買い上げている。 

5  ハリー・エルキンズ・ワイドナー（Harry Elkins Widener, 1885-1912）は実業家、図書収集家。タイタ

ニック号沈没で父ジョージ・ダントン・ワイドナーとともに犠牲となった。母エレナがワイドナー記念

図書館を贈る条件として、ハーバード大学生には水泳を教えることを求めたという伝説がある。 

6 https://www.asahi.com/articles/ASL5R5HCHL5RUTIL04F.html 

7 Cf. < https://www.yourdictionary.com/naming-rights> 

8 https://en.wikipedia.org/wiki/Naming_rights 
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４．アメリカスポーツ界のネーミングライツ 

スタジアムのネーミングライツ・ビジネスについて、アメリカのフットボールチーム、サンフランシス

コ 49ers の本拠地、Levi’s Stadium をとりあげ、少し具体的に見てみよう。現在 Levi’s Stadium と呼

ばれているスタジアムを所有しているのは、地元サンタクララ市（City of Santa Clara）である。サンタ

クララ市からスタジアム建設の債務を引き継いだ別個、独立の公法人、サンタクララ・スタジアム公

社（Santa Clara Stadium Authority）9が 2010 年に設立され、2014 年にオープンした、このスタジア

ムの整備、運営の主体として業務が行われている。建設コストが 13 億ドル（1414 億 6275 万円）の

スタジアムのネーミングライツをアパレルメーカー、リーバイスが購入したが、その権利（債権）の内

容は、11 年の契約期間で 2 億 2000 万ドル（239 億 3985 万円）である。これは、アメリカスポーツ界

で第三位の価格とされる。このネーミングライツは当初の建設コストの 16.9％、1 年に按分するとこ

のネーミングライツは当初の建設コストの 1.5％にあたる。 

 

５．アメリカの公共図書館界におけるネーミングライツの態様と相場 

 数年前、アリゾナ大学に visiting researcher としてお世話になっていたとき、いくつかの公共図書

館を見学した。そのとき館内の書架の一本、一本にその書架を寄付した個人の名前が側板の上部

に表示されていた（フィーニックスにあるアリゾナ州立大学ロースクールの図書館もそうだった）。こ

のように善意の寄付者を顕彰するというのは当然のように思えるし、見えるところに名前を表示する

ことが寄付を呼び込む手段のようにも思える。実際のところ、アメリカの公共図書館はネーミングライ

ツをふつうに販売している。しかし、Enoch Pratt Free Library や、アリゾナ州のトゥーソンにあるピ

マ・カウンティ・パブリック・ライブラリー・システムの中央館、Joel D Valdez Main Library10などのよう

に、図書館総体や建物に個人の名前をつけたり、スポーツ施設のように、ネーミングライツを設定

することは少ないように思われる（アメリカの大学図書館などでは、その大学にゆかりの著名人の名

を冠したところもあることは承知しているが、ネーミングライツ販売によるものではなかろう）。 

 アメリカの公共図書館が販売しているネーミングライツの具体例を見ていこう。 

 エステス・バレー・ライブラリー（Estes Valley Library）は、1916 年にエステス婦人会によって創設

され、100 年以上の歴史を誇るコロラド州北部、ロッキー・マウンテン国立公園の東の入口にある公

共図書館で、4 万冊の所蔵資料と 60 万点のデジタル資料を擁し、12,000 人の住民、数百人の夏

の観光シーズン住民、数千人の観光客が利用している。このエステス・バレー・ライブラリーは、ネ

ーミングライツ契約の基準を公表している11。そこでは図書館委員会（Estes Valley Public Library 

 

9 https://www.santaclaraca.gov/our-city/santa-clara-stadium-authority 

10 Joel D Valdez（1934-2011）は、1957 年にアリゾナ大学を卒業し、8 年間少年裁判所で保護観察官を

勤め、矯正局長となる。1966 年、トゥーソン市立図書館長総務担当補佐に転じる。マサチューセッツ

工科大学スローン経営大学院、ハーバード大学シニア行政官課程で学ぶ。1970 年にトゥーソン市長事

務局に入り、1974 年に市長となり 1990 年に退職。同年、アリゾナ大学庶務担当副学長に、1992 年に

は上級副学長、2010 年退任。翌 2011 年死去。 

11 https://estesvalleylibrary.org/about/policies/estes-valley-library-naming-rights-policy/ 
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District の管理機関）が一定の権限を図書館長に委任しつつ、図書館の建物、内部の部屋や施設、

構内の空間に対して、同図書館の増改築、運営に顕著多大に貢献した個人や家族、組織の名前

を記念して（commemorative）、該当する建物、施設・設備等にその名称を付すものとしている。そ

のときに、それぞれのネーミングライツの提案に対して、そのネーミングが図書館にもたらす利益の

全体について慎重にデュー・ディリジェンス（due diligence）の検討が行われる。その手続きで考慮

される要素は、①図書館に影響するあり得る利益相反、②寄付者等が与える将来的影響の評価、

③結果として図書館にもたらされる可能性のあるあらゆる要因、である。決して、ネーミングライツを

安売りするのではないのである。 

 イースト・ランシング・パブリック・ライブラリー（East Lansing Public library）は、ミシガン州中央部に

ある人口 48,000 人程度の都市をサービス対象としている。この図書館のネーミングライツ販売は、

図書館の部屋やスペースを対象としており、原則として 5 年以上 20 年以内とされる。改装や建築

した部屋のネーミングライツの価格はその要した費用が一定額を超える必要がある。5 年のネーミ

ングライツ契約の価額は、児童コーナーの 40 万ドル（43,514,000 円）からメーカーズ・ルームと大集

会室が 20 万ドル（21,757,000 円）、最低の小さなチューター・ルームが 1 万 5000 ドル（1,631,775

円）である。アメリカでの公共図書館のネーミングライツの相場が理解してもらえたことと思う。 

 

６．むすび： 日本では 

 世界のトヨタの本拠地が 1959 年に拳母市から豊田市に名称を変えた。日本の地方公共団体で

は、泉佐野市のように、市の名称自体をネーミングライツ販売しようとするところがあった。日本の地

方公共団体では、ネーミングライツ販売は流行のようになっており、公衆便所や歩道橋にまでネー

ミングライツ販売の結果、特定企業のロゴや商標、商品名がつけられている。違和感を感じる市民

も少なくないようである。2019 年公立図書館の世界でも‘辰巳商会中央図書館’が現れた12。ネーミ

ングライツ販売代金は年間 200 万円、2 年契約だとされる。種々の取引が世界的規模で有機的に

つながっているグローバル経済の現在、辰巳商会中央図書館という‘愛称’が大阪市立中央図書

館にとって、経済的に妥当な価格であろうか。エステス・バレー・ライブラリーやイースト・ランシング・

パブリック・ライブラリーのように、アメリカの中小都市に立地する公共図書館でさえ、そのネーミング

ライツ契約を締結するときには慎重なデュー・ディリジェンスを行う。辰巳商会中央図書館について

は、調べた限り、その契約書もデュー・ディリジェンスにかかわる資料も一切公開されていない。 

 同じ大阪に存在する 1904 年竣工の重要文化財、大阪府立中之島図書館は住友家からの寄贈13

で、大阪府立中之島図書館が住友吉左衛門図書館という名称を仮につけたときと辰巳商会中央

図書館とを比較してみればよい。この国の図書館のネーミングライツ販売には問題がある。知的財

産としての価値、世界的な相場についての理解、歴史文化感覚、経済感覚を持たないのは病気か。 

 

12 https://this.kiji.is/562449934121108577?c=39546741839462401 2021 年に契約は 5 年間延長に更新 

13 呉谷充利「住友吉左衛門友純と大阪府立図書館」『相愛大学人文科学研究所研究年報』1 号, pp.13-33 

(2007) ，相愛大学学術情報リポジトリ 


